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要　旨

　本研究では、学校ストレス尺度とコーピング尺
度を用いて福祉系専門学校生のストレスとその対
処の実際を知る調査研究を行った。相関分析や重
回帰分析の結果からは、個人が用いる問題焦点型
や回避・逃避型のストレスコーピングの傾向が情
動焦点型ストレスコーピングの傾向に対して影響
を与え、かつ情動焦点型ストレスコーピングの傾
向が学校における学業や対人関係のストレス傾向
に関連することが推察される結果が得られた。近
年、対人援助職のストレス・マネージメントの必
要性が指摘されている。そのため本研究によって
得られた知見を生かした情動焦点型ストレスコー
ピングの認識を高める指導や、情動焦点型ストレ
スコーピングの使用を促す指導は、ストレスに強
い対人援助職の養成に通じるものであり、専門学
校における心理教育の必要性を示している。

１．はじめに

　無気力や抑うつ、ひきこもりなど青年期におけ
る心理的な問題が社会的問題としてマスコミで時
折取り上げられる。大学生においても例外ではな

く、自己不全感を抱え、教員や友達と円滑なコミ
ュニケーションができない、学内で自分の居場所
が見つからない、学業についていけないなど、学
校生活に適応できない学生が増えているという大
学関係者の感想を聞くことがある。
　若者のストレスに関しては、これまでに大学生
を対象とした研究が比較的多く行われおり、抑う
つ的なストレス反応を示す学生が多いことや、ス
トレスを感じやすい学生に集中力が続かない行動
や、遅刻や欠席が多くなることが指摘されている
（金子・関根，2006；寺田・成田・久田・種田・
今井，2011）。また大学生の同世代にある専門学
校生のストレスについても、大学生を対象とした
研究ほどではないが、医療系専門学生を対象とし
たストレス研究を中心にいくつかの研究が行われ
ている。たとえば理学療法士・作業療法士養成校
の最終学年生（４年生）を対象に学生のストレス
傾向を調査した研究がある（坂元・山本，2008）。
この研究は、専門学校の最終学年生は焦りを伴う
ストレスや、不安や嫌悪のようなネガティブな感
情を伴うストレスを感じやすい傾向にあること
と、学業によって心身の活動が制限されるために
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個人のストレス耐性が低下する可能性を指摘して
いる。また看護専門学校の学生を対象とした研究
からも、学生にとって実習時の精神的負担が大き
いことを示す結果が報告されている（小坂・文，
2010）。このように専門学校生も大学生と同様に
学業や学校行事によるストレスを感じながら学校
生活をおくっている実態が報告されている。
　このような学生のストレスを軽減するために
は、学校生活内でストレッサーを除去する方策を
模索することも重要あるが、全てのストレッサー
を皆無にすることは難しいであろう。そのため学
校で生じるストレッサーに対して個人がどのよう
な方略（ストレスコーピング）を用いて対処する
とストレスを軽減できるかを検討することが重要
であると思われる。こうしたストレッサーへの対
処のありかたについてはLazarus & Folkman（1984）
が、ストレッサーをどの程度自分に害があるかと
いう認知的評価過程と、それに対処していくコ
ーピング過程から成るストレスモデルを提案し
て以来多くの研究が行われている（e.g., Bjorck & 

Cohen, 1993；尾関，1990；Vitaliano, Russo, Carry, 

Maiuro, Becker, 1985）。
　大学生のストレスコーピングに関する研究から
は、ストレスを感じやすい女子学生がストレスの
軽減のためのコーピングを積極的に用いる傾向に
あること（山田・天野，2003）、精神的回復力が
高い学生は、低い学生よりも精神的な落ち込みを
低減させるコーピングを用いる傾向にあるのに対
して、精神的な回復力が低い学生は、高い学生よ
りも精神的な落ち込みを増長させるコーピングを
用いる傾向にあることなどが指摘されている（目
久田・武田・磯部・江村・新見・前田，2004）。
しかしながら大学生と同じ年代である専門学校生
のストレスコーピングに関してはほとんど研究が
行われていない。高度な技術の習得を目指す専門
学校には、学業だけでなく、現場実習、国家試験
の受験など専門学校特有のストレッサーが存在
し、年次によっては大学生が経験しないほどスト
レスが過剰な状況におかれる可能性がある。さら
に専門学校生は、学校のカリキュラムに沿って１

日の大半を学校で過ごす。そのため学校行事や学
業、学校での対人関係の中で生じるストレスイベ
ントに対して用いるストレスコーピングの個人差
が、個人の精神的健康に大きな影響を及ぼすこと
が予測できる。
そこで本研究は調査の対象を福祉系の専門学校生
に絞り、先行研究（金子・関根 , 2006）を参考に
独自に作成した学校ストレス尺度と、コーピング
尺度（尾関 , 1993）を専門学校生用に改変したも
のを使用して、専門学校生のストレスとその対処
の実際を知るために調査研究を行った。

２．方法

　調査対象者　岩手県にある福祉系専門学校の介
護福祉学科、社会福祉学科、心理福祉学科に在学
中の学生113名（男性39名、女性74名；平均年齢
20.64歳）であった。
　質問紙　以下の２つの質問紙を用いた。
　学校ストレス尺度：金子・関根（2006）が管・
上地（1996）の学校ストレッサー認知項目を参考
にして作成したストレッサー尺度の中から専門学
校におけるライフイベントに関連すると考えられ
る「進路」、「友人」、「学業」の３カテゴリー（15
項目）を使用して質問紙を作成した。回答は「か
なり感じる」から「全く感じない」までの5件法
で実施した。
　コーピング尺度：尾関（1993）が作成したコー
ピング尺度（14項目）を専門学校用に改変して使
用した。回答は「全くしない」から「いつもする」
までの４件法で実施した。
　手続き　クラス単位で調査者が質問紙を配布し
無記名方式で調査を実施した。調査対象者には事
前に調査の目的や調査参加の任意性、プライバシ
ーの保護に関する説明を行い、調査対象者の同意
を得た後に質問紙調査を実施した。調査対象者は
自分のペースで質問項目に回答した。

３．結果

　本研究で行った分析は全てフリーの統計ソフト
である R とそのパッケージソフト（ltm）を使用
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して行った（CRAN;Rizopoulos, 2006）。
　学校ストレス尺度の作成　ストレス質問紙の項
目が、進路、友人、学業の３つのカテゴリーに分
かれるか調べるために最尤法を用いて因子分析を
行った。スクリープロットの推移や因子の解釈可
能性、因子の項目数より２因子を選んだが、両因
子間には負の相関（r = － .643）が認められたた
め、次にプロマックス回転を用いた因子分析を行
った。その結果、第一因子には「これからの進路
が定まっていない」や「勉強の量が負担である」
など金子・関根（2006）における「進路」と「学
業」の２つのカテゴリーに含まれる項目がこの因
子に統合して分類された。そのため第一因子を
「学業ストレス」と命名した。一方第二因子には、
「友達に自分の思っていることや考えを伝えられ
ない」など金子・山田（2006）における「対人関係」
のカテゴリーに含まれる項目が分類された。その
ため第二因子を「対人関係ストレス」と命名した。
これら因子別に、項目反応理論を適用して調査参
加者の学業ストレス得点と対人関係ストレス得点
を求めた。２つの因子における z 得点の平均得点
と標準偏差を Table 1に示す。学校ストレス尺度
の項目については付録（APPENDIX 1）にその概

要を示す。
　コーピング尺度は、既存の下位分類を使い問題
焦点、情動焦点、回避逃避の分類の３つに項目を
分類した。各下位尺度による尺度値は項目反応理
論を適用して求めた。コーピング尺度の項目につ
いても付録（APPENDIX ２）にその概要を示す。
　学校ストレスとコーピング方略の相関関係　次
に専門学校生が学校で感じるストレスと学生が用
いるコーピング方略の関係について検討するため
に、学校ストレス尺度の下位尺度得点とコーピン
グ尺度の下位尺度得点の相関係数を算出した。
　詳細な分析に先立ち、専門学校生がストレスに
対処する方略（コーピング）が有効に働いてスト
レスを低減できているならば、ストレス得点とコ
ーピングの間に負の相関があると予測した。
　分析の結果、学校ストレス尺度における学業ス
トレスはコーピング尺度の問題焦点型及び情動焦
点型と負の相関が認められた、加えて学校ストレ
ス尺度の対人関係ストレスも問題焦点型と情動焦
点型との間に負の相関が認められた。それに対し
て２つの学校ストレスは回避・逃避とは相関が認
められなかった。また学校ストレス尺度内の２つ
の下位尺度の間に正の相関が認められた。それに
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Table 1. 学校ストレス尺度、コーピング尺度の記述統計（n=113）

Table 2. 学校ストレス尺度とコーピング尺度間の相関関係（n=113）



川原　正広・阿久津　洋巳・山本　獎180

対してコーピング尺度では問題焦点型と情動焦点
型の間に正の相関が認められたものの、回避・逃
避型と問題焦点型、情動焦点型の間には相関が認
められなかった。学校ストレス尺度とコーピング
尺度間の相関分析の結果を Table 2に示す。
　学校ストレスとコーピング方略の因果関係　最
後に、特定のストレスと特定のコーピングの間に
結び付きがあるかを調べ、因果関係を推測した。
金子・関根（2006）と神藤（1998）は、コーピン
グ方略の個人差がストレス感受性やストレス反応
の個人差に影響を及ぼすストレスモデルを提案し
ている。本研究においても学生が用いるコーピン
グ方略と学校ストレスの因果関係を明らかにする
ため、コーピング尺度の下位尺度の得点を独立変

数に、学校ストレス尺度の下位尺度の得点を従属
変数に設定した重回帰分析を行った。　 　
　その結果、学校ストレス尺度の学業ストレスを
目的変量にして、３種類のコーピングを説明変量
とした分析では、情動焦点型と回避・逃避の標準
偏回帰係数は有意であったが、問題焦点型の標準
偏回帰係数は有意ではなかった。
　一方学校ストレスの対人関係ストレスに対して
は、情動焦点型の標準偏回帰係数は有意であった
ものの、問題焦点型と回避・逃避型の標準偏回帰
係数は有意ではなかった。重回帰分析の結果を
Table 3に、相関分析と重回帰分析によって得られ
たコーピングと学校ストレスの関係を示したパス
図を Figure ₁にそれぞれ示す。

Table 3. コーピング尺度と学校ストレス尺度間

Figure 1. コーピング尺度と学校ストレス尺度間の因果関係モデル

情動焦点型から対人関係ストレスと学業ストレスに向かう矢印に注目して
ほしい。また、問題焦点型と情動焦点型の関連にも注目すべきである。

（誤差変数は省略）



４．考察

　本研究では福祉系専門学校生のストレスとその
対処の実際を知るために、新たに作成した学校ス
トレス尺度とコーピング尺度を専門学校生用に改
変した質問紙を用いて学校ストレスとコーピング
方略の関連について検討を行った。
　まず学校ストレス尺度の因子構造を確認するた
めに最尤法（プロマックス回転）を用いた因子分
析を行ったところ、当初予測した３因子とは異な
り学業ストレスと対人関係ストレスの２因子が抽
出された。この２つの下位因子の中で学業ストレ
ス因子の項目は、金子・関根（2006）では「学
業」と「進路」のカテゴリーに分類された項目で
あった。専門学校では大学とは異なり進路指導や
就職指導も学校の授業の一貫として行われる。そ
のため専門学校生は進路や就職の問題も学業の延
長線上にある問題として捉える傾向にあるのでは
ないだろうか。一方、大学生にとっての進路選択
は、取り組まなければならない差し迫った課題で
あり、同時に容易には解決できない曖昧さを伴っ
た課題でもあることからストレッサーとなりやす
い。その対比から考えると、専門学校生は入学時
にこの課題を解決し克服しているために、学業の
ストレスに関する項目と進路のストレスに関する
項目が同じ因子に統合されたのではないだろう
か。
　次に、学校でのストレスと個人が用いるコーピ
ング方略の関係について検討を行うために、学校
ストレス尺度の下位尺度得点とコーピング尺度の
下位尺度得点の相関関係について分析を行った。
その結果、学校ストレス尺度の学業ストレス、対
人関係ストレスの両尺度は共にコーピング尺度の
問題焦点型、情動焦点型との間に負の相関が認め
られたが、回避・逃避型とは相関が認められなか
った。これらの結果からは、学校で感じる学業や
対人関係のストレス傾向に、問題焦点型ストレス
コーピングや情動焦点型ストレスコーピングを用
いる傾向が関連すると予測されるのだが、その後
に行った重回帰分析の結果は、学校ストレス尺度
の２つの下位尺度と問題焦点型の間には因果関係

はなく、むしろ学業ストレスと回避・逃避の間に
新たな因果関係が見出された。ここでコーピング
尺度の内部相関に着目すると、情動焦点型と問題
焦点型、回避・逃避型の間には有意な相関が認め
られたが、問題焦点型と回避・逃避型の間には相
関が認められなかった。このコーピング尺度の内
部相関の結果や重回帰分析の結果を考慮すると、
情動焦点型の得点が他のコーピング尺度と学校ス
トレス尺度の相関関係に影響を与えたことが推察
される。そのためにコーピング尺度の問題焦点型
と学校ストレス尺度の学業ストレス、対人関係ス
トレスの両尺度の間に見せかけの相関関係（偽相
関）があったのかもしれない。したがって本研究
の結果から個人が用いるコーピング方略と学校ス
トレスの関係について推測すると、問題焦点型や
回避・逃避型のストレスコーピングの傾向が情動
焦点型ストレスコーピングの傾向に対して影響を
与え、かつ情動焦点型ストレスコーピングの傾向
が学校における学業や対人関係に関するストレス
傾向に対して影響を及ぼすという二段階の過程が
あることが考えられる。
　さて、本研究の調査によって得られた結果から、
専門学校における学校ストレスの軽減には、情動
焦点型のストレスコーピングが有効であり、その
情動焦点型ストレスコーピングの機能を高めるた
めには問題焦点型と回避・逃避型のストレスコー
ピングが有効であると考えられる。したがって、
情動焦点型のストレスコーピングを用いて学業や
対人関係の問題に上手く対処できる学生は、気持
ちを上手く切り替えたり、物事を良い方向に考え
ることによって学校生活の中で感じるストレスを
上手く解消できるが、気持ちの切り替えが上手く
できなかったり、物事を悪い方向に考えるなど情
動焦点型のコーピングを上手く用いることができ
ない学生は、学校でのストレスをより強く感じな
がら学校生活をおくっていることが予測できる。
言い換えれば、福祉系の専門学校生に対しては、
情動焦点型ストレスコーピングを用いることによ
って学校でのストレスに上手く対処することを促
す指導や、情動ストレスコーピングについての認
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識を高める指導が有効であると考えられる。また
問題焦点型のストレスコーピングは学校でのスト
レス傾向には直接的な関連はしないものの、情動
焦点型ストレスコーピングの機能に関連する。そ
のため問題焦点型ストレスコーピングの認識を高
める指導は、情動焦点型ストレスコーピングの機
能を獲得することに寄与し、結果的には学校での
ストレスの軽減に通じるであろう。また回避・逃
避型ストレスコーピングについても、適切な回
避・逃避型ストレスコーピングに関する指導は、
情動焦点型ストレスコーピングの能力を高め、学
校でのストレスを軽減すると予測できる。
　今回対象とした専門学校生は、介護福祉学科、
社会福祉学科、心理福祉学科に在学し、各分野に
関する対人援助職となることを希望する学生であ
った。対人援助職のストレス・マネジメントの必
要性についてはしばしば指摘されるところである
が、本研究から得られた知見は、これに関する心
理教育の可能性を示唆している。つまり、より高
い知識技能の獲得のみに専念させるのではなく、
学校生活の中で日常的に用いる情動焦点型コーピ
ングに注目させその有効性を認識させることで、
気分転換が上手なストレスに強い対人援助職を養
成しようという試みである。その意味では、一見
否定的に機能するように見える回避・逃避型のコ
ーピングが、情動焦点型コーピングの形成に寄与
していたことも見逃せない。その回避を一定の範
囲内に納め有効にはたらかせることができるよう
指導援助することが、ストレスに強い対人援助職
の養成につながると言えよう。
　最後に本研究で行った調査からは、主に情動焦
点型ストレスコーピングを用いる傾向が学校スト
レスの傾向性に関連することが推測された。だが、
大学生を対象とした教育実習時のストレスと個人
が用いるコーピング方略の関連について検討を行
った研究（山本・阿久津・岩木，2011）は、学生
が問題焦点型ストレスコーピングを獲得すること
によって教育実習時に感じるストレスを低減させ
ていることを示す結果を報告している。そのため、
本研究で得られたコーピング方略と学校ストレス

の関係性が福祉系の専門学校生に特異的なものな
のか、あるいは大学生にも適用可能なものなのか
についてさらに詳しく検討する必要がある。大学
生と専門学校生の間でコーピング方略と学校スト
レスの関係に相違があるか比較検討するような追
加の調査を、本研究における今後の課題としてあ
げておきたい。
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　APPENDIX 1. 学校ストレス尺度の尺度項目

学業ストレス尺度

何となく今の学科に所属している

今の学科は自分に合わないような気がする

学校の勉強にあまり興味がない

職業選択に迷っている

学校を辞めたいと思っている

これからの進路が定まっていない

大学の勉強や試験（定期試験等）についていけない

勉強の量が多すぎて負担である

対人関係ストレス尺度

友達と上手にやっていけない

友達に陰口や噂話をされる

友達に自分の思っていることや考えを伝えられない

友達に無視されたり又は相手にされいなことがある

気だけ焦って勉強に集中できない

友達と喧嘩する

社会で上手くやっていく自信がない



川原　正広・阿久津　洋巳・山本　獎

APPENDIX 2. コーピング尺度の尺度項目

問題焦点型

現在の状況を変えるように努力する

人に問題解決に協力してくれるように頼む

問題の原因を見つけようとする

自分のおかれた状況を人に聞いてもらう

情報を集める

情動焦点型

自分で自分を励ます

物事の明るい面を見ようとする

今の経験はためになると思うことにする

回避・逃避型

先のことをあまり考えないようにする

なるようになれと思う

時の過ぎるのにまかせる

大した問題ではないと考える

何らかの対応ができるようになるのを待つ

こんな事もあると思ってあきらめる
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